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研 究 目的 ・内容

日本お よび米国、 カナダ、世界各 国の企業 についての財務 デ0タ ベース を利用 し、企業行動 を分

析 し、行動比較 を試 みる。

2.研 究方法 ・計算方法

日本 政策投資銀行 「企業財務 デー タバ ンク」、S&P,sCOMPUSTAT、S&P'sGLOBALVantageの

デー タをパ ソコンを用 いて処 理 し、SPSS、TSP等 の統計 処理 ソフ トを用 いて計算処理 を行 うこ と

に よって、企業行動 の解 明を試 みる。

3.研 究成果

本年度は日本企業について、その行動を解明する手がか りとなる下記のような成果を得た。

4.発 表 ・出版実績 または予定

「一般機械産業企業 にお ける設備廃棄 をめ ぐる経営行動

経営行動 の多変量VARモ デル によるパ ネルデ0タ 分析」

道明義弘 ・伊藤研一一・井澤裕司

奈 良大学紀要、第35号 、2007年3月pp.155-176

「わが 国企業の行動 は、いつ、 どの ように、変 わったか?」

道明義弘 ・伊藤研 一・・井澤裕司

奈 良大学情報処理 セ ンター年報 第17号2007年3月pp.19-36

『パ ネルデータの構成 と動的パ ネル分析(GMM推 定 による多変量VARモ デル)』

道明義弘 ・伊藤研 一 ・井澤裕司
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